
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

千屋小学校だより 

学校教育ビジョン 

「子どもは家庭で愛され、学校で学び、地域で育つ」 

千屋小学校ホームページは「新見市立千屋小学校」 
で検索するとご覧になることができます。 令和５年１１月号 

 芸術の秋にふさわしく、１１月７日（水）にまなび広場に

いみ大ホールで開催された「新見地区小中音楽会」へ

全校児童１２名が出演しました。本校が発表した音楽

は、合唱「おくりもの」、合奏「ライディーン」です。９月か

ら音楽の時間や休み時間を使って少しずつ練習を重

ね、外部講師の先生にも指導していただいて磨きをか

けての出演です。参加校の中で児童数が一番少なかっ

たのですが、他の学校に負けない歌や演奏を披露する

ことができました。 

 子ども達は発表を終え、練習の成果を発揮できたこと

に満足感や充実感を味わっていました。 

♪新見地区音楽会♪ 

※稲刈りの様子 

１１月５日（日）に、千屋小学校 PTAで「千屋うめ

ぇもん市」に参加しました。前日には、学校の畑で育

てた作物を収穫し、商品として売るための準備をし

ました。そして当日は、無農薬米、大根、白菜と収穫

した材料で作ったさつまいもご飯を販売しました。 

子ども達はお客様に買っていただけるように大き

な声で呼びかけたり宣伝したりして販売しました。購

入していただいた皆様、ありがとうございました。販

売で得た収益は、スキー教室実施等に活用します。 

  

芸術の秋！ 
☆きらきら発表会☆ 

スポーツの秋！ 食欲の秋！ 

新見市陸上運動記録会 千屋うめぇもん市 

 １０月２５日（水）に、防災公園陸上競技場で新見市学

童陸上運動記録会が行われました。記録会へは市内全

５・６年生が集まり、本校からは５名の児童が出場しまし

た。子ども達は、体育の時間や休み時間に練習に励み、

自己ベストの記録が出せるように練習をがんばってきま

した。当日は、他の学校の子ども達と競い合うことで、ほ

とんどの児童が自己ベスト記録を更新するがんばりを見

せることができました。 

１１月１９日（日）に、きらきら発表会を行いました。２

学期の行事の多い中、発表会へ向けて一生懸命に練

習をしてきました。今年のスローガンは、「心を一つ

に、笑顔で楽しもう、共に輝こう、きらきら発表会にレ

ッツゴー！」です。全校での音楽発表や劇「水戸黄

門」、有志による子供神楽を保護者、地域の皆様に発

表しました。子ども達は、自分の頑張りを発揮するこ

とができ、笑顔いっぱいで終えることができました。 



 
 
  
 

 

 

 

 

 

校長の論語（ l o n g ）論語 ( l o n g )  a g o！（昔むかし ） 

～千屋牛教育ファーム～ 🐂 

＜１２月の論語＞ 
し い     くんし  ひと  び   な    ひと あく な    しょうじん      はん 

① 子日わく、君子は人の美を成す。人の悪を成さず。小人はこれに反す。 
・孔子の言葉。「教養や特性をそなえた君子は、人の美点・長所を誉めて伸ばし、それに磨きをかけさせ

る。また、人の欠点をあげつらったり悪事に手を貸したりすることはない。そればかりか、その人の

善なることを勧めて悪なることから手を引かせるようにする。しかし、教養も特性もない小人は君子

と反対のことをする。」 

  ※「成」とは成し遂げさせる。完成させるの意。 

  し  い     ひと    とお おもんぱか な       かなら ちか うれ  あ 

② 子日わく、人にして遠き 慮り 無ければ、必ず近き憂い有り。 
・孔子の言葉。「人は、先々のことまでよくよく考えて行動しなければいけません。もし、先々のことを

何も考えずに行動すれば、きっと身の回りで、近いうちに困ったことが出るものです。」 

                           ※「クマ先生と読む論語」 森熊男著より 

 

 

 

 

１２月の主な行事予定 
 ５日（火）：放課後子ども教室（しめ縄づくり） 

にこにこタイム 
６日（水）：学習サポート 

１１日（月）～１５日（金） 15:10下校 
１５日（金）：定時退庁日 
１８日（月）：個人懇談 14:20下校 
１９日（火）：個人懇談 14:20下校 

わくわくタイム 

 

校長室の窓から 

２１日（木）：通学班会  
２２日（金）：第 2学期終業式 
２３日（土）～１月８日（月） 
      冬休み 
１月９日（火）：第３学期始業式 
 

※子牛の「ゆきちゃん」 

１１月９日（木）に行いました「花いっぱい集会」では、婦人会、老人ク
ラブの皆様方には、ご多用の中、学校へお越しいただき、ありがとうご
ざいました。子ども達は、地域の皆様と交流しながら、花の苗や球根を
植えることができ、大変喜んでいました。今から春が楽しみです。 
また、１１月１９日（日）に行いました「第２回資源回収」では、地域の皆

様をはじめ、ＰＴＡの皆様にご協力をいただき、たくさんの資源ごみを
回収することができました。資源回収で得ました収入は、今後のＰＴＡ
活動や子ども達のために有効に使わせていただきます。この場をお借
りしましてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

※花いっぱい集会 

※資源回収 

花いっぱい集会・資源回収のお礼 

 「千屋」という地名は、今や岡山県下、もしかすると全国的に有名かもしれませ

ん。その一つの要因は、「千屋牛」というブランド化された和牛肉によるでしょう。今

や誰もが食べてみたいA級グルメの一つです。その和牛に本校の所在する「千屋」

が使われていることは大変誇らしいことであり、子ども達には親近感があります。 

新見市では「ふるさと学習」として、この千屋牛について必ず学習します。本校で

は、新見市が実施している「千屋牛教育ファーム体験事業」に３・４年生が隔年で参

加し、千屋牛の子牛の飼育体験を行っています。この事業は、体験を通して、生命

の大切さ、食の大切さを学ぶとともに、飼育の喜びや苦労、新見市特産の千屋牛に

対する理解を深めることが目的です。今年は、１０月２３日（月）～２７日（金）の５日

間受け入れをしました。子ども達には、生き物を飼うことの責任や命の大切さ、そし

て最終的には食材になり、命をいただくという生き物への感謝の気持ちについて話

をしました。子ども達は、５日間という短い期間でしたが、千屋牛に関わる中で様々

なことを学び、考えたことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ QRコードを読み取ると 
  千屋小ＨＰにアクセス 
  できます。 



      


